
































faciles et progressives, conposées et doigtées 
























A Study on Piano Teaching Materials for Teacher Education (3)

































Schumann（1810－1856）、 チェコ の 作 曲 家























L i s z t の 晩年のピアノ小品とし、《子守歌






















































いる（Imre und Imre repr. 1981：108）。これ
はLisztの 存 命 中 に は 出 版 さ れ ず、Jack 
Wernerによってウィーン国立図書館所蔵の
自筆譜を基に校訂され、1958年にLondonのJ. 
Curwen & Sons社 か ら 刊 行 さ れ た。 ま た、
Lisztは《子守歌》に基づき（Imre und Imre 
repr. 1981：XIII）、さらに画家Zichy Mihály伯
爵17）（1827－1906）から1881年に献呈された






（Liszt 1902：321、Vertel és Püspöki 2011：
125）。後に、これを交響詩20）《揺りかごから
墓 場 ま でVon der Wiege bis zum Grabe》21）
図１　Zichy Mihály伯爵による版画“Du berceau jusqu’au cercueil”



























構成 小節 調 主題・動機など 強弱 演奏表示 テンポ 特徴
序奏 
1－4


















































































































































71－79 a： 十字架の動機の逆行 perdendo 








































































































































































































































































･ 調性（D:､ E:､ Fis:､ As: および異名同調）の説明｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
⑥主旋律をドレミ唱および「ラ」で歌う。
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③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡















































































































⑥表現 ( テンポ､ 強弱､ 演奏表示､ フレーズ､ ルバート､ 音量の
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い（Eckhardt and Mueller 2001：835）。版画の下
部には、Zichy伯爵によって「ウィーン／1881年
４月６日」、「Michel de ZichyからFrançois Lisztさ
ん へ 」 と 手 書 き さ れ て い る（Imre und Imre 
1982：148）。









Der Kampf um＇s Dasein〉、第３部には〈墓、未来























人の回転木馬Carrousel de Madame P－N》〔S214a、
R60b、A271〕を、2018年度にはピアノ小品《聖



































な る『 一 般 音 楽 百 科 全 書Encyclopädie der 
gesammten musikalischen Wissenschaften oder 
Universal Lexikon der Tonkunst』をWeimarの自宅
に所蔵していることから、LisztがSchillingの調性
格論について知っていた可能性は高い。
26）装飾音は丸括弧で示す。
27）和音の変化や倚音などの非和声音によって生ず
るアクセントを指す。
28）Schillingによる（ケレタート 1999：104）。
29）オペラ、オラトリオ、アリアなどで、発話や対
話に用いられる唱法である。
30）音程のフィグールであり、旋律あるいは和声的
パッセージの最後の音が、前の音符や音符群より
も２度もしくはそれ以上に上行して終わる音型を
指し、音楽による問いを表す（Below 1993：185）。
31）初版の第36小節１拍目の二分音符h2は誤植であ
る。本来の音は前の小節の全音符から伸びるタイ
のg2音である。
32）Schubartによる。Schillingもこの解釈を受け入
れている（ケレタート 1999：133）
33）調性格を丸括弧内に示している。本論考では、
Schillingおよび彼が同意するSchubartの解釈を掲
載している（ケレタート 1999：86、92、104、109、
121）。
34）Schillingによる（ケレタート 1999：126）。
35）『埼玉学園大学紀要人間学部篇』第18号の脚注
26を参照（館岡 2018：132）。
36）学生Ａは９－12歳まで、学生Ｂは８－11歳まで
ピアノ専門教育を受けている。
37）本論考では、音とリズムを把握して片手で最後
まで弾けることを「譜読み」と定義する。
38）拍子やリズムで、定められた本来のアクセント
の位置をずらして音楽に変化を与えたり、作品の
印象を強めたりする手法である。
39）《子守歌》の演奏には、約３分30秒を要する。
